
九州鉄道記念館団体使用申請書  

令和  年  月  日  

連絡先 〒801－0833 

       北九州市門司区清滝２丁目 3－29 九州鉄道記念館  

       Tel：093－322－1006  Fax：093－332－7233 

申請者 (主催者 ) 

住所  (〒   －    ) 

名称   担当者名   

連絡先 
TEL(   )   －     ／ FAX(   )   －  

緊急連絡先 携帯番号 (   )    －      

 次のとおり九州鉄道記念館の団体使用を申請します。  

 

使用する学校名・団体名等   

ﾌﾘｶﾞﾅ 

学校名  

団体名  

   

 

(第  学年  組 ) 

所在地  

〒   －  

 

TEL(   )   －     ／ FAX(   )   －  

入

館

日  

令和  年   月   日  

(   曜日 ) 

入場時間   ：  

退場時間  ：  

見学時間           分  

人

数  

大人  高校生  中学生  小学生  
４才～小

学生未満  
教職員  合計  添乗員  乗務員  

 

名  

 

名  

 

名  

 

名  

 

 名  

 

名  

 

名  

 

名  

 

名  

利 用 交 通

機関  

１ 貸切バス 大型 (  )台 中型 (  )台 マイクロ (  )台  

バス会社名 (                     ) 

利用駐車場 ①門司港レトロ駐車場  ②海峡ドラマシップ駐車場  

駐車場利用時間 （   ：   ～   ：   ）  

※駐車場のお申し込み・ご予約・お問い合わせは TEL： 093-321-4151 まで。  

２ ＪＲ  ３ 徒歩  ４ その他 (           ) 

下見来館  
平成  年  月  日  

  ：  ～  ：  

下見人数   人  

担当者  

お支払い  

方法  
  現金 ・ クーポン  

《ご利用頂けるクーポン》  

JTB・日本旅行  

近畿日本ツーリスト・西鉄旅行  

 

注意事項 

１ 当日の行程表を添付してください。 

２ 入館料のお支払いは当日までにお願いします。なお、いったん納入された入館料等は、特別な場合を除いて

返還いたしません。 

３ 敷地内での飲食・喫煙（一部除く）はご遠慮下さい。 

４ 入館時間などが変更になる場合は、速やかにご連絡ください。ご連絡が遅れますと、待ち時間の発生や当日

入館できない場合もあります。 

５ 大型バス駐車場のお申し込み・ご予約・お問い合わせはTEL：093-321-4151 まで 

 



 

九州鉄道記念館の大型バス乗降場所について  

 九州鉄道記念館には「大型バス専用の駐車場」がありません。大型バス

で来館される方は、九州鉄道記念館まで徒歩２分の「門司港駅前広場」（別

紙のとおり）を乗降の際利用できますが、以下の点に注意してください。  

 

 

注意事項  

 

１ 大型バスの門司港駅前広場については、所定の位置
．．．．．

（ロータリー）で乗降
．．

の間のみ停車可能
．．．．．．．．

となります。  

  スペースが狭いため、一度に停車できる大型バスの台数は１台となります。

一度に２台以上で来館される場合は、停車スペースが空くまで待機をお願い

いたします。  

  なお、１台でお越しの場合でも、停車スペースに他の大型バスが停車して

いる場合は、待機をお願いいたします。（待機場所は特に設けておりません。） 

 

２ 門司港駅前広場は、定期バス、タクシーなどが出入りしますので、乗降は
．．．

すみやかに
．．．．．

行うよう指示していただき、定期バス、タクシーの運行の妨げに

ならないようご協力をお願いいたします。  

 

３ 運転手は乗降の間、運転席を離れないよう
．．．．．．．．．．

お願いいたします。急遽大型バ

スの移動をお願いすることがあります。  

 

４ 一旦降車が終了した大型バスについては、門司港レトロ大型バス駐車場も

しくは、海峡ドラマシップ大型バス駐車場をご利用ください。  

  なお、駐車場のお申し込み・ご予約・お問い合わせは TEL：093-321-4151

まで。  

 

５ 利用当日、運転手及びバスガイドと緊急連絡がとれるよう運転手及びバス

ガイドの連絡先（携帯電話番号等）を事前に館までご連絡ください。（団体使

用申請書に記入してください。）  

 

６ バス停車の際は、「大型バス専用」エリア内に必ず停車してください。  

（なお、停車の際には側溝に乗り上げないようにしてください。側溝に破損

が生じると危険ですのでご注意ください。）  

 


